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日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

は
、
こ
の
ほ
ど
「
２
０
１
４

年
１
月
～
３
月
の
定
期
業
況

調
査
報
告
」
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
４
月
１

日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

げ
を
前
に
し
た
１
～
３
月
期

の
業
況（
前
年
同
期
比
）は
、

総
合
を
は
じ
め
全
業
態
で
二

ケ
タ
の
伸
び
を
見
せ
、
Ｄ
Ｉ

値
は
総
合
で
プ
ラ
ス
２７
・
４

（
１４
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）
と

大
き
な
プ
ラ
ス
値
と
な
っ

た
。前

期
（
２
０
１
３
年
１０
月

～
１２
月
期
）
で
は
、
同
調
査

開
始
以
来
の

大
プ
ラ
ス
値

（
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス
１２
・
８
）
を

記
録
し
た
が
、
今
期
は
こ
れ

を
さ
ら
に
更
新
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
き
な
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス

値
と
な
っ
た
。

税
率
引
き
上
げ
に
対
し
４

月
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
た

販
売
企
画
や
展
示
会
な
ど
の

催
事
を
３
月
ま
で
に
前
倒
し

で
実
施
す
る
な
ど
の
対
応
策

を
と
っ
た
企
業
も
多
く
、
売

上
高
、
仕
入
高
も
Ｄ
Ｉ
値
が

大
き
く
伸
び
た
。

総
合
で
は
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ

プ
ラ
ス
３１
・
８
（
１８
・
６
ポ

イ
ン
ト
増
）
、
仕
入
高
Ｄ
Ｉ

プ
ラ
ス
２９
・
０
（
２０
・
３
ポ

イ
ン
ト
増
）
を
記
録
。
小
売

で
は
駆
け
込
み
需
要
に
濃
淡

は
あ
っ
た
も
の
の
、
結
果
と

し
て
は
大
幅
伸
張
が
数
値
に

表
れ
た
（
売
上
高
は
２０
・
５

ポ
イ
ン
ト
増
の
Ｄ
Ｉ
プ
ラ
ス

３５
・
２
）。

そ
の
中
で
、
利
益
率
の
み

取
り
残
さ
れ
た
か
の
よ
う
に

低
迷
。
唯
一
、
前
期
か
ら
ポ

イ
ン
ト
を
落
と
し
て
い
る
。

総
合
で
は
２
・
５
ポ
イ
ン

ト
減
の
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
３
・

７
、
業
態
別
で
は
輸
入
卸
の

Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
１７
・
４
（
７

・
４
ポ
イ
ン
ト
減
）
が
目
立

っ
た
。

大
幅
良
化
し
た
今
期
実
績

と
比
較
す
る
次
期
（
４
月
～

６
月
期
）
の
見
通
し
は
、
変

動
減
な
ど
の
警
戒
感
が
大
き

く
反
映
し
て
か
急
落
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い

マ
イ
ナ
ス
幅
の
拡
大
と
な
っ

て
い
る
。

総
合
は
７４
・
０
ポ
イ
ン
ト

減
で
Ｄ
Ｉ
マ
イ
ナ
ス
４８
・
２
、

売
上
高
、
仕
入
高
も
同
じ
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。

全
日
本
時
計
宝
飾
眼
鏡
小

売
協
同
組
合
（
略
称
‥
ジ
ョ

ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
近
藤
千
佳

之
理
事
長
）
は
、
６
月
２０
日

午
後
２
時
か
ら
台
東
区
池
之

端
の
上
野
東
天
紅
で
、
ジ
ョ

ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
第
５
回
通
常

総
代
会
並
び
に
懇
親
会
を
行

っ
た
。

総
代
会
は
、
高
�
理
事
の

司
会
で
開
会
、
近
藤
理
事
長

は
「
１
年
が
過
ぎ
る
の
が
早

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

私
に
と
っ
て
消
費
税
は
４
月

か
ら
５
％
が
８
％
に
な
っ
た

の
が
一
番
大
き
な
事
で
、
３

月
は
駆
け
込
み
需
要
が
あ
っ

た
が
、
４
月
、
５
月
は
ま
っ

た
く
売
れ
な
い
の
に
更
に
来

年
に
は
１０
％
に
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
か
心
配
で
す
。又
、

我
々
の
業
種
だ
け
で
な
く
、

他
の
業
種
も
同
様
に
悪
く
、

更
に
高
齢
化
が
進
み
後
継
者

不
足
と
い
う
問
題
を
ジ
ョ
ウ

・
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
こ
で
１
人
で
も
多
く
時
計

修
理
技
術
者
を
養
成
す
る
た

め
に
も
時
計
修
理
技
能
士
会

に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

先
日
、
セ
イ
コ
ー
、
シ
チ
ズ

ン
、
カ
シ
オ
の
カ
タ
ロ
グ
が

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
会
員

に
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
う
ま
く
利
用
し
て
商
売
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
、
総
代
会
成
立
宣

言
（
総
代
数
�
７１
名
、
出
展

者
�
１４
名
、委
任
状
�
３４
名
）

が
あ
っ
て
、議
長
に
吉
田（
大

阪
）
氏
が
指
名
さ
れ
議
案
審

議
に
移
り
、
第
１
号
議
案
平

成
２５
年
度
事
業
報
告
書
承
認

の
件
か
ら
第
１１
号
議
案
の
定

款
一
部
変
更
の
承
認
の
件
ま

で
、
す
べ
て
拍
手
で
承
認
さ

れ
、
以
上
で
議
事
を
終
り
、

来
賓
祝
辞
を
、
経
済
産
業
省

製
造
産
業
局
機
械
課
中
條
有

香
精
密
機
械
一
係
長
が
述

べ
、
岡
理
事
の
閉
会
の
辞
で

総
代
会
を
終
了
し
、
会
場
を

移
し
て
懇
親
会
に
移
り
、
千

野
富
久
副
理
事
長
の
司
会
で

近
藤
理
事
長
が
歓
迎
挨
拶

し
、
来
賓
挨
拶
を
、
経
済
産

業
省
産
業
機
械
課
横
山
篤
史

課
長
補
佐
、
セ
イ
コ
ー
ウ
オ

ッ
チ
�株
梅
本
宏
彦
代
表
取
締

役
副
社
長
が
述
べ
、
リ
ズ
ム

時
計
工
業
�株
松
本
暁
夫
常
務

取
締
役
の
発
声
で
乾
杯
・
歓

談
し
、
中
締
め
を
藪
内
正
明

副
理
事
長
の
音
頭
で
浪
花
締

め
で
閉
宴
し
た
。

あいさつする近藤理事長

あいさつする宗像理事長

東
京
ア
ク
セ
サ
リ
ー
工
業

協
同
組
合
（
宗
像
宏
元
理
事

長
）
は
、
去
る
５
月
２８
日
午

後
６
時
か
ら
台
東
区
東
上
野

の
『
茶
寮
』
で
「
第
４５
回
通

常
総
会
」
を
開
催
、
宗
像
理

事
長
挨
拶
の
後
、
議
案
審
議

に
移
り
、
第
１
号
議
案
か
ら

第
５
号
議
案
ま
で
承
認
さ

れ
、
引
き
続
き
理
事
及
び
監

事
選
挙
の
件
で
は
、
指
名
推

薦
制
に
よ
り
、
理
事
８
名
、

監
事
２
名
が
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
、
就
任
し
た
。

理
事
�
逢
坂
公
伸
、
小
倉

愼
太
郎
、
片
岡
昇
、
神
谷
静

二
、
川
越
浩
司
、
木
村
英
夫
、

向
坂
博
道
、
宗
像
宏
元
、
監

事
�
井
上
武
光
、
加
藤
庄
太

郎
。新

役
員
が
別
室
に
て
理
事

会
を
開
き
、
理
事
互
選
の
結

果
、理
事
長
に
川
越
浩
司
が
、

専
務
理
事
に
は
逢
坂
公
伸
が

就
任
し
た
。

以
上
で
議
案
審
議
を
終
り

総
会
は
終
了
し
た
。

◎
ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
総
代
会
開
く
…
…
…
…
…
…
…
…
１
面

◎
各
社
展
示
会
始
ま
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
面

◎
コ
ル
ム
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
面

◎
日
眼
連
で
総
会
開
か
れ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

今今号号のの主主なな話話題題

近
江
神
宮
で
６
月
１０
日
、

時
の
記
念
日
恒
例
の
漏
刻
祭

が
斎
行
さ
れ
た
。

漏
刻
祭
で
は
、
漏
刻
博
士

が
献
納
目
録
を
大
前
に
備

え
、
采
女
が
献
納
時
計
を
捧

持
し
漏
刻
博
士
に
後
従
し
、

陰
陽
頭
が
神
賀
詞
を
奏
し
、

陰
陽
介
が
た
た
え
歌
を
奉
唱

し
た
あ
と
、
宮
司
、
陰
陽
頭
、

参
列
者
な
ど
が
玉
串
を
奉

り
、
盛
会
の
う
ち
に
祭
儀
を

行
っ
た
。

こ
の
な
か
で
、
陰
陽
頭
に

は
大
阪
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業

協
同
組
合
の
辰
巳
貞
一
理
事

長
が
扮
し
、
陰
陽
介
に
は
同

協
同
組
合
の
生
駒
伸
夫
専
務

理
事
、
漏
刻
博
士
に
は
、
同

協
同
組
合
の
亀
井
正
美
常
任

理
事
、
采
女
に
は
、
び
わ
湖

大
津
観
光
大
使
の
西
川
奈
津

美
さ
ん
と
小
根
澤
祐
里
さ
ん

が
扮
し
た
。

ま
た
、
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ

チ
�株
の
セ
イ
コ
ー
プ
ロ
ス
ペ

ッ
ク
ス
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
、
セ

イ
コ
ー
ク
ロ
ッ
ク
�株
の
ス
ペ

ー
ス
リ
ン
ク
Ｇ
Ｐ
２
０
３

Ｗ
、
シ
チ
ズ
ン
時
計
�株
の
エ

コ
・
ド
ラ
イ
ブ
サ
テ
ラ
イ
ト

ウ
エ
ー
ブ
、
リ
ズ
ム
時
計
�株

の
リ
バ
ラ
イ
ト
Ｆ
４
６
１
、

オ
リ
エ
ン
ト
時
計
�株
の
オ
リ

エ
ン
ト
ス
タ
ー
５
気
圧
防

水
、
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス

エ
ー
テ
ィ
�株
の
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｈ

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
、
カ
シ
オ
計
算

機
�株
の
カ
シ
オ
Ｇ
―
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｃ
Ｋ

Ｍ
Ｒ
―
Ｇ
が
献
納
時

計
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
第
２６
回
時
計
技

能
競
技
全
国
大
会
の
優
勝
者

と
し
て
、第
１
部
門（
厚
生
労

働
大
臣
賞
）
の
シ
チ
ズ
ン
時

計
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
�株
木
下
峻
裕
氏
と
第
２
部

門
（
厚
生
労
働
省
職
業
能
力

開
発
局
長
賞
）
の
近
江
時
計

眼
鏡
宝
飾
専
門
学
校
在
学
の

牧
野
哲
郎
氏
が
披
露
。

ま
た
、
時
を
守
る
標
語
表

彰
式
で
は
、
応
募
標
語
２
０

３
４
点
の
中
か
ら

優
秀
標

語
１
点
、
青
少
年
賞
標
語
１

点
、
入
選
標
語
１０
点
が
表
彰

さ
れ
た
。

左右に采女４人。右から漏刻博士、宮司、陰陽頭、
陰陽介

デ
ビ
ア
ス
グ
ル
ー
プ
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド
、
フ

ォ
ー
エ
バ
ー
マ
ー
ク
は
、
６

月
２５
日
午
後
２
時
３０
分
か
ら

渋
谷
区
恵
比
寿
の
恵
比
寿
ガ

ー
デ
ン
プ
レ
ス
タ
ワ
ー
で
、

「
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
・
メ
レ

自
動
検
出
機
器
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）」

説
明
会
を
開
催
し
た
。

シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
・
メ
レ

の
自
動
検
出
機
器
（
通
称
Ａ

Ｍ
Ｓ
）
は
国
内
初
披
露
で
、

デ
ビ
ア
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
消

費
者
へ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

活
動
と
と
も
に
業
界
で
起
こ

る
問
題
を
常
に
先
取
り
し
、

そ
の
対
応
策
を
広
め
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
同
グ
ル
ー
プ

が
発
表
す
る

新
機
器
で
あ

る
。Ａ

Ｍ
Ｓ
（A

utom
ated

M
elee

Screening

）
は
、

メ
レ
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
天

然
で
あ
る
か
合
成
石
・
類
似

石
の
可
能
性
が
あ
る
か
を
自

動
選
別
す
る
検
査
機
器
、
省

ス
ペ
ー
ス
設
計
で
、
機
器
へ

の
メ
レ
の
供
給
か
ら
選
別
ま

で
を
自
動
化
し
、
研
磨
済
み

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
扱
う
あ

ら
ゆ
る
機
関

で

使

用

可

能
。０

・
０１
ct

～
０
・
２０
ct

の
ラ
ウ
ン
ド

ブ
リ
リ
ア
ン

ト
カ
ッ
ト
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
選
別
に
対
応
し
、
全
自

動
で
一
度
に
５
０
０
カ
ラ
ッ

ト
ま
で
選
別
可
能
。
検
査
す

る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
パ
ー
セ

ル
は
、
あ
ら
か
じ
め
対
応
カ

ラ
ッ
ト
内
に
収
ま
る
よ
う
仕

分
け
る
必
要
が
あ
る
。
検
査

に
適
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

カ
ラ
ー
は
、
無
色
（colou

rless

）
～
ほ
ぼ
無
色
（nea

r–
colourless

）
。
天
然
ブ

ラ
ウ
ン
と
フ
ァ
ン
シ
ー
カ
ラ

ー
は
（
無
色
に
比
べ
）
さ
ら

に
検
査
が
必
要
と
な
る
割
合

が
高
い
た
め
検
査
に
適
し
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
天
然
ケ
ー

プ
イ
エ
ロ
ー
と
イ
エ
ロ
ー
合

成
石
は
Ａ
Ｍ
Ｓ
で
識
別
で
き

る
。Ａ

Ｍ
Ｓ
で
さ
ら
に
検
査
が

必
要
と
選
別
さ
れ
た
も
の

が
、
稀
に
特
定
型
（
一
般
的

に
１
～
２
％
）
の
天
然
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
で
あ
る
可
能
性
が

あ
り
、
合
成
石
と
は
断
定
で

き
な
い
。こ
れ
ら
は
、検
査
機

器D
iam

ond
V

iew
T

M

と

D
iam

ond
Plus

T
M

を
用
い

る
か
、
鑑
定
機
関
で
検
査
が

可
能
。

Ａ
Ｍ
Ｓ
は
、
類
似
石
お
よ

び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
な
い
宝

石
の（
識
別
は
可
能
で
す
が
）

種
別
を
特
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。

ま
た
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

の
処
理
石
（
フ
ラ
ク
チ
ャ
ー

充
填
処
理
、Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
処
理
、

照
射
処
理
等
）
の
検
出
に
は

対
応
し
て
い
な
い
。

検
査
し
た
メ
レ
は
、
以
下

４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
選
別

さ
れ
る
。

●Pass
–not

syntheti
c

or
a

sim
ulant

（
合
成

石
ま
た
は
類
似
石
で
は
な

い
）●R

efer
–R

are
resul

t:further
testing

requi
red.

（
さ
ら
に
検
査
が
必
要
）

●
Ｒ
ｅ
ｆ
ｅ
ｒ

Ｔ
Ｙ
Ｐ

Ｅ

�L
ow

nitrogen.C
ould

be
synthetic.Furt

her
testing

required.

（
窒
素
が
少
な
く
、
シ
ン
セ

テ
ィ
ッ
ク
の
可
能
性
あ
り
。

ら
に
検
査
が
必
要
）

●N
on

diam
ond

–Si
m

ulantor
synthetic

（
類

似
石
ま
た
は
合
成
石
で
あ

る
）

ＡＭＳ機

発 行 所

�時計工芸新聞社
編集発行人 小 林 進

本 社 東京都台東区上野１―９―６

〒１１０―０００５

ＴＥＬ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ８ ８ ６

ＦＡＸ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ２ ８ ７

振 替 ０１９０―２―１３６９４７

円相場

１０１．７８円
１０１．９１〃
１０１．８７〃
１０１．９６〃
１０１．９０〃
１０１．７８〃
１０１．４２〃
１０１．３８〃
１０１．５１〃
１０１．４９〃
１０１．９２〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

７３．６５円
７６．４６〃
７７．００〃
７６．８９〃
７７．１１〃
７７．５４〃
７７．６５〃
７６．８９〃
７７．２２〃
７７．３２〃
７７．８６〃

Pt

５，２１３円
５，２４９〃
５，２１７〃
５，２０１〃
５，２４４〃
５，２４１〃
５，２４１〃
５，２４５〃
５，２７５〃
５，３４６〃
５，３５５〃

金

４，５７０円
４，６９０〃
４，６９３〃
４，６８７〃
４，７０２〃
４，６９６〃
４，６８０〃
４，６６２〃
４，７００〃
４，７０７〃
４，７１８〃

日 付

６月１９日�木
２０日�金
２３日�月
２４日�火
２５日�水
２６日�木
２７日�金
３０日�月

７月１日�火
２日�水
３日�木

貴金属地金相場旬報

ＯＳＡＫＡ

０６―６２４４―２０００

ＴＯＫＹＯ

０３―３５７２―０００４

後後継継者者不不足足問問題題ににもも取取りり組組むむ
時
計
修
理
技
能
士
会
へ
の
加
入
推
進

ジ
ョ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
総
代
会
で
訴
え
る

新
理
事
長
に
川
越
浩
司
氏

東
京
ア
ク
セ
サ
リ
ー
工
業
協
組

ＡＭＳを国内初披露
フォーエバーマーク

ダイヤ選別を自動化

全
業
態
で
二
ケ
タ
の
伸
び

Ｊ
Ｊ
Ａ

１
～
３
月
の
業
況
調
査

各
社
の
時
計
を
奉
納

近
江
神
宮
で
漏
刻
祭

���	
����
�����THE TOKEIKOGEI SHIMBUN昭和２１年１２月２０日第三種郵便物認可・５日・２０日発行・購読料１カ年送料共１０，０００円
・一部３００円・海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円（地域により異る）�� ������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�株
ナ
ガ
ホ
リ
（
本
社
‥
東

京
・
上
野
、
長
堀
慶
太
社
長
）

は
、
６
月
２０
日
・
２１
日
の
両

日
、
千
代
田
区
内
幸
町
の
帝

国
ホ
テ
ル
で
、
恒
例
の
ユ
ー

ザ
ー
展「
創
美
展
」を
開
催
、

２
日
間
で
約
３
０
０
０
人
が

来
場
し
た
。

今
回
、
東
京
創
美
展
と
し

て
は
５２
回
目
と
い
う
こ
と

で
、�
永
遠
の
輝
き
�
を
テ

ー
マ
に
、
人
と
人
と
の
絆
を

強
め
る
こ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
ピ
ン
ク

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ラ
ー
ジ
サ

イ
ズ
、ト
ッ
プ
ク
ォ
リ
テ
ィ
、

フ
ァ
ン
シ
ー
カ
ッ
ト
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
セ

レ
ク
ト
し
た
「
個
性
あ
る
」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
紹
介
し
、

長
年
に
渡
る
創
美
展
フ
ァ
ン

に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
品
揃
え
さ
れ
て
い
た
。

今
回
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
は
、
創
作
活

動
３０
周
年
記
念
の
原
正
次

（
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
）
を
ト
ッ

Ｐ
に
、
松
沢
安
行
、
梶
光
夫
、

山
崎
裕
見
子
、
ブ
ル
ー
ス
・

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
、水
野
�
子
、

落
合
朋
子
、
福
原
佐
智
、
菅

沼
知
行
、
芝
田
悦
美
。
高
級

ブ
ラ
ン
ド
で
は
、
レ
ポ
シ
、

ス
カ
ヴ
ィ
ア
、
ブ
チ
ェ
ラ
ッ

テ
ィ
、
ア
ン
ナ
マ
リ
ア
、
イ

ザ
ベ
ル
・
ラ
ン
グ
ロ
ア
、
サ

ー
ズ
デ
ィ
・
ア
イ
、
オ
ス
カ

ー
・
ピ
ー
コ
ッ
ク
、
ザ
・
プ

レ
ス
テ
ー
ジ
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
、
花
街
道
、
花
鳥
風
月
、
フ

ォ
ー
リ
ー
ブ
ス
、ユ
キ
・
ト
リ

ヰ
、現
代
の
名
工（
石
井
比
功

次
、岡
内
駿
介
、渡
辺
敏
夫
）

に
同
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
「
ナ
デ
ィ
ア
」
の
ブ
ラ

ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
店
舗

展
開
ま
で
紹
介
し
て
い
た
。

商談も活発に行われた

６
月
２５
日
、
渋
谷
区
恵
比

寿
で
カ
シ
オ
計
算
機
�株
か
ら

世
界
で
初
め
て
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
電
波
ソ
ー
ラ
ー

Ｇ
―
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
発
表
会

が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
製
品

は
世
界
の
い
か
な
る
場
所
、

あ
ら
ゆ
る
過
酷
な
環
境
下
で

の
使
用
も
実
現
し
た
最
新
モ

デ
ル
で
あ
る
。

究
極
の
強
度
と
絶
対
の
精

度
、
両
者
の
あ
く
な
き
追
求

が
、
活
動
領
域
を
全
世
界
に

広
げ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
電
波
ソ
ー
ラ
ー
に
結
実
。

多
機
能
ア
ナ
ロ
グ
ウ
オ
ッ
チ

の
心
臓
部
で
あ
る
モ
ー
タ
ー

の
小
型
化
な
ど
に
よ
り
、
優

れ
た
耐
衝
撃
性
能
を
維
持
し

な
が
ら
、
最
先
端
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

衛
星
電
波
受
信
機
能
を
搭

載
。
従
来
の
世
界
６
局
の
標

準
電
波
に
加
え
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
位
置
情
報
も
受
信
可
能
に

す
る
こ
と
で
、
よ
り
過
酷
な

状
況
下
で
の
活
動
を
約
束

し
、
ど
こ
に
い
て
も
現
在
地

の
正
確
な
時
刻
情
報
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
電
波
ソ
ー
ラ
ー
、

Ｇ
―
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｗ
―

１
０
０
０
」
が
誕
生
し
た
。

発
売
は
７
月
２６
日
か
ら
。

機
種
名
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
―
１
０
０

０
―
１
Ａ
―
１
Ｂ
―
４
Ａ
、

カ
ラ
ー
は
ブ
ル
ー
、
ブ
ラ
ッ

ク
、
オ
レ
ン
ジ
の
３
色
で
、

メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
で

１０
万
円
＋
税
。
発
表
会
で
は

カ
シ
オ
計
算
機
�株
、
中
村
寛

（
取
締
役
専
務
執
行
役
員
営

業
本
部
長
）、
齋
藤
慎
司（
時

計
事
業
部
商
品
企
画
部
第
一

企
画
室
）
、
青
鹿
行
男
（
営

業
本
部
国
内
営
業
統
括
部
時

計
推
進
部
長
）
が
商
品
の
説

明
、質
疑
応
答
に
あ
た
っ
た
。

Ｇ
―
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
愛
用

者
は
全
世
界
１
１
５
カ
国
で

約
７
０
０
０
万
人
と
言
わ
れ

て
お
り
、
今
回
の
新
商
品
で

さ
ら
に
顧
客
を
増
や
す
事
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に

７
月
１
日
か
ら
全
国
５
６
９

店
舗
で
先
行
予
約
販
売
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

新
潟
県
の
三
条
市
に
本
社

を
置
く
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
い

う
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
が

あ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
と

し
て
は
、
そ
の
他
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
よ
り
価
格
帯

は
高
め
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

に
は
理
由
が
あ
る
。
元
々
は

金
物
問
屋
で
あ
っ
た
同
社
は

創
業
者
が
当
時
の
ア
ウ
ト
ド

ア
用
品
に
不
満
を
持
ち
、
自

ら
登
山
用
品
を
開
発
し
た
事

が
始
ま
り
で
、
商
品
は
徹
底

的
に
ユ
ー
ザ
ー
に
沿
っ
た
商

品
開
発
を
心
が
け
て
作
ら
れ

て
い
る
。
商
品
の
確
か
さ
と

ほ
ぼ
永
久
保
証
と
も
言
え
る

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
、
商
品
は
高
額
な
が
ら
ア

ウ
ト
ド
ア
用
品
と
し
て
は
堅

実
な
伸
び
を
見
せ
、
市
場
を

拡
大
し
て
い
る
現
状
で
あ

る
。こ

の
ブ
ラ
ン
ド
に
は
コ
ン

セ
プ
ト
が
あ
り
、そ
れ
は「
良

い
も
の
を
長
く
」
と
い
う
も

の
で
、
物
を
長
く
使
う
事
で

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
つ
な
が
る
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。
考
え

方
に
よ
っ
て
は
、
購
入
し
た

も
の
が
買
い
換
え
ら
れ
な
け

れ
ば
、
次
の
購
買
に
繋
が
ら

な
い
の
で
は
？
と
思
わ
れ
が

ち
だ
が
、
実
際
は
商
品
の
確

か
さ
と
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
お
蔭
で
、
新
た
な

顧
客
層
の
開
発
に
繋
が
り
、

結
局
は
そ
れ
が
売
り
上
げ
向

上
の
起
因
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
販
売

す
る
立
場
に
立
つ
と
、
目
の

前
に
あ
る
売
り
上
げ
に
目
が

行
き
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

う
。
売
る
と
い
う
行
為
に
注

力
す
る
が
為
、
売
る
為
の
き

っ
か
け
作
り
が
疎
か
に
な
る

事
は
多
々
あ
る
。
し
か
し
環

境
が
悪
化
す
れ
ば
尚
更
、
先

を
見
据
え
た
新
た
な
顧
客
獲

得
と
商
品
開
発
が
必
要
と
な

っ
て
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
消
費
を
活
性
化
さ
せ

る
為
に
も
、
こ
う
し
た
姿
勢

を
捲
土
重
来
を
期
し
て
販
売

の
姿
勢
を
見
直
し
て
み
た
い

も
の
で
あ
る
。

商品説明をする中村専務

大勢のお客がつめかけた
G−SHOCK SKY COCKPIT GP
W-1000

平
和
堂
貿
易
�株
（
本
社
‥

東
京
・
赤
坂
）
は
、
６
月
２１

日
、
千
代
田
区
紀
尾
井
町
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
、
宝
飾
・
時
計
の
祭
典「
秀

宝
展
」
４０
回
記
念
を
開
催
し

た
。会

場
入
口
に
は
、
川
崎
啓

太
氏
デ
ザ
イ
ン
の
生
花
と
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
展
示
さ
れ
た
。

会
場
内
に
は
、
ク
イ
ー

ン
、
ウ
オ
ル
サ
ム
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
、
カ
ル
ロ
・
バ
ル
バ
リ

ス
、
ベ
ジ
ャ
ノ
フ
、
ケ
イ
テ

ン
、
ド
リ
ー
ム
タ
イ
ム
、
キ

メ
ン
ト
、ヴ
ェ
ン
ド
ラ
フ
ァ
、

フ
ォ
ー
ペ
、
ウ
ゴ
カ
ラ
、
ビ

ゾ
ッ
ト
、
ピ
エ
ロ
・
ミ
ラ
ノ
、

マ
ラ
マ
、
チ
コ
里
花
、
ウ
オ

ル
サ
ム
、
ブ
ル
ー
、
ポ
ー
ル

ゲ
ル
バ
ー
と
豊
富
な
品
揃
え

で
長
年
の
フ
ァ
ン
を
も
虜
に

す
る
一
品
の
数
々
で
あ
っ

た
。

田
中
貴
金
属
ジ
ュ
エ
リ
ー

�株
（
本
社
‥
中
央
区
銀
座
、

代
表
取
締
役
社
長
・
田
中
和

和
）
は
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
�株
（
本

社
‥
目
黒
区
下
目
黒
、
代
表

取
締
役
社
長
‥
ポ
ー
ル
・
キ

ャ
ン
ド
ラ
ン
ド
）
と
の
商
品

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結

し
、
「
デ
ィ
ズ

ニ
ー
純
金
製
大

判
・
小
判
ミ
ッ

キ
ー

＆

ミ

ニ

ー
」
（
税
込
参

考
価
格
５
ｇ
／

４
７
０
０
０
円
、
１０
ｇ
／
８

９
３
０
０
円
、
２０
ｇ
／
２
６

７
９
０
０
円
、
１
０
０
ｇ
／

８
９
３
０
０
０
円
）
と
各
サ

イ
ズ
の
大
判
・
小
判
５０
枚
セ

ッ
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
千
両
箱
「
デ
ィ
ズ
ニ

ー
純
金
製
大
判
・
小
判
ミ
ッ

キ
ー
＆
ミ
ニ
ー
千
両
箱
」（
税

込
参
考
価
格
５
ｇ
／
２
２
３

２
５
０
０
円
、
１０
ｇ
／
４
２

３
０
０
０
０
円
、
３０
ｇ
／
１

２
６
９
０
０
０
０
円
、
１
０

０
ｇ
／
４
２
３
０
０
０
０
０

円
）
を
製
作
、
６
月
２７
日
に

全
国
９
店
舗
の
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
及
び
Ｇ
Ｉ

Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
て
発

売
。
こ
の
ほ
か
に
も
全
１４
種

の
様
々
な
プ
ー
さ
ん
の
姿
を

楽
し
め
る
イ
ニ
シ
ャ
ル
ペ
ン

ダ
ン
ト
、
ベ
ビ
ー
ジ
ュ
エ
リ

ー
か
ら
男
女
兼
用
で
着
け
ら

れ
る
大
人
テ
イ
ス
ト
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
ま
で
新
作
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
３
種
３４
ア
イ

テ
ム
も
６
月
１
日
か
ら
発

売
。ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
誕
生

日
で
あ
る
１１
月
１８
日
に
は
、

生
誕
か
ら
現
在
ま
で
の
代
表

的
な
９
種
類
の
歴
代
ミ
ッ
キ

ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
純
金
製

小
判
９
枚
セ
ッ
ト
を
１１
月
１８

日
�月
よ
り
１
０
０
セ
ッ
ト
限

定
で
発
売
予
定
。

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
純
金
製
小

判
９
枚
セ
ッ
ト
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ

Ｙ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ｙ
」
（
参
考
価
格
１
６
４

５
０
０
０
円
／
９
枚
セ
ッ

ト
）。

純金製小判３０ｇ

�株
坂
口
商
会
で
は
「
セ
ラ

リ
オ
ン
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
ジ
ュ

エ
リ
ー
フ
ェ
ア
」
を
６
月
１４

日
、
時
事
通
信
ホ
ー
ル
（
東

京
都
中
央
区
銀
座
）
で
開
催

し
た
。

爽
や
か
な
夏
の
季
節
に
先

駆
け
て
、
セ
ラ
リ
オ
ン
専
属

の
翁
淳
を
は
じ
め
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
新
作

を
含
め
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
品
揃
え
だ
っ
た
。

世
情
を
反
映
し
て
か
、
地

方
、
近
県
か
ら
の
集
客
数
が

減
っ
た
が
、
都
内
の
お
客
の

買
い
上
げ
率
、
平
均
単
価
ア

ッ
プ
が
寄
与
し
、
不
況
と
騒

が
れ
る
中
で
健
闘
し
た
成
果

と
な
っ
た
。

特
設
会
場
で
は
、
全
国
の

オ
ー
ナ
ー
・
バ
イ
ヤ
ー
を
対

象
と
し
た
「
仕
入
会
」
を
同

時
開
催
し
、
多
忙
な
合
間
を

縫
っ
て
オ
ー
ナ
ー
・
バ
イ
ヤ

ー
が
多
数
来
場
し
て
い
た
。

ユ
ー
ザ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
、
歌
舞
伎
座
で
の
「
六

月
大
歌
舞
伎
」
を
用
意
。

同
公
演
は
、
歌
舞
伎
で
も

屈
指
の
大
立
廻
り
の
あ
る

「
蘭
平
物
狂
」
や
、
三
代
目

・
尾
上
左
近
の
初
舞
台
な
ど

話
題
性
に
富
ん
だ
公
演
で
、

多
く
の
お
客
に
大
変
好
評
だ

っ
た
。

消
費
税
増
税
後
、
財
布
の

紐
が
硬
く
な
る
中
、
今
ま
で

以
上
に
シ
ビ
ア
な
目
で
お
客

は
商
品
を
選
定
し
て
い
た

が
、
価
値
あ
る
商
品
に
は
、

景
気
や
流
行
に
左
右
さ
れ
ず

目
を
向
け
て
い
る
、
そ
の
よ

う
な
印
象
が
強
く
、
不
景
気

の
中
で
も
一
筋
の
光
を
見
出

し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

次
回
は
、
７
月
２１
日
に
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
た
「
セ
ラ
リ

オ
ン
涼
宝
展
」
を
熱
海
大
観

荘
で
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

にぎわった会場ディズニー千両箱

日
本
時
計
輸
入
協
会
で

は
、
さ
き
ご
ろ
片
岡
一
郎
専

務
理
事
が
退
任
し
、
松
本
薫

氏
が
新
専
務
理
事
に
就
任
し

た
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
（
Ｇ
Ｉ

Ａ
の
日
本
に
お
け
る
同
窓
会

組
織
）
で
は
、
さ
る
５
月
２９

日
・
６
月
１
日
、
第
三
回
清

水
三
年
坂
美
術
館
コ
ラ
ボ
セ

ミ
ナ
ー
を
京
都
祇
園
の
「
津

田
楼
」
で
開
催
し
た
。

Ａ
Ａ
Ｊ
会
員
や
一
般
の
参

加
者
合
わ
せ
、
２
日
間
で
２０

名
が
参
加
。
前
回
、
前
々
回

と
満
員
御
礼
で
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
が
で
た
こ
と
を
受
け
、

今
回
は
平
日
と
週
末
の
２
回

開
催
に
し
た
の
が
功
を
奏
し

て
、
各
回
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞

で
き
る
内
容
の
濃
い
セ
ミ
ナ

ー
と
な
っ
た
。
関
西
以
外
か

ら
の
参
加
者
も
多
い
人
気
の

セ
ミ
ナ
ー
で
も
あ
る
。

今
回
は
喫
煙
具
（
た
ば
こ

入
れ
）
を
中
心
に
し
た
内
容

だ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま

ず
、
清
水
三
年
坂
美
術
館
館

長
・
村
田
理
如
（
正
行
）
氏

よ
り
、
た
ば
こ
や
、
キ
セ
ル
、

煙
草
入
れ
の
歴
史
的
背
景
等

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

た
。そ

の
後
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
、
自
由
閲
覧
、
食

事
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
あ
っ
た
。

通
常
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越

し
に
し
か
見
ら
れ
な
い
収
蔵

品
を
手
に
取
っ
て
鑑
賞
す
る

こ
と
が
出
来
る
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
、
来
年
も
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
で
は
随

時
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
の
何
れ
か
の
コ
ー
ス

修
了
者
で
あ
れ
ば
、
国
内
外

で
の
修
了
者
を
問
わ
ず
入
会

は
可
能
。
会
員
に
な
れ
ば
、

上
記
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
に

会
員
割
引
価
格
で
の
参
加
が

出
来
る
他
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
関
連
の

最
新
情
報
も
入
手
で
き
る
特

典
が
あ
る
。

詳
細
は
Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ

事
務
局
�
０３
・
３
８
３
９
・

８
２
３
４
、
担
当
箕
浦
ま

で
。

今回は喫煙具を中心とした内容だった

シ
チ
ズ
ン
時
計
�株
は
、
６

月
１２
日
開
催
の
定
時
株
主
総

会
お
よ
び
取
締
役
会
で
左
記

の
通
り
役
員
が
選
任
さ
れ
、

就
任
し
た
。

▽
代
表
取
締
役
社
長
�
戸

倉
敏▽

取
締
役
副
社
長
（
総
務

部
担
当
）
�
青
柳
良
太

▽
取
締
役
（
シ
チ
ズ
ン
ブ

ラ
ン
ド
事
業
部
長
、
ブ
ラ
ン

ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
Ｃ
Ｓ
・

品
質
保
証
部
担
当
）
�
竹
内

則
夫▽

同
（
グ
ロ
ー
バ
ル
企
画

事
業
部
長
）
�
乾
哲
弥
▽
同

（
製
品
開
発
事
業
部
長
、
海

外
製
造
・
製
品
化
担
当
�
植

木
唯
史

▽
同
（
シ
チ
ズ
ン
・
ウ
オ

ッ
チ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
会
長
兼

ブ
ロ
ー
バ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
会
長
）
�
名
取
房
満

▽
同
（
人
事
部
担
当
）
�

椛
田
茂

▽
同
（
経
理
部
担
当
）
�

中
島
隆
男
▽
同
（
シ
チ
ズ
ン

時
計
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
�株
代
表
取
締
役
社
長
）

�
荻
原
秀
雄

▽
常
勤
監
査
役
�
松
本
和

男
▽
非
常
勤
監
査
役
（
シ
チ

ズ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
�株

常
勤
監
査
役
）�
白
石
晴
久
。

な
お
、
取
締
役
の
�
田
喜

雄
氏
は
シ
チ
ズ
ン
Ｔ
Ｉ
Ｃ
�株

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
、

同
、
中
井
淳
氏
は
シ
チ
ズ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
�株

取
締
役
に
就
任
し
退
任
、
監

査
役
の
伊
藤
俊
一
氏
も
退
任

し
た
。

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

１０月

２～３

１６～１７

２３～２４

２７

９～１０

９月

４～５

１８～１９

２９

８月

７～８

２１～２２

２６～２７

７月

３～４

２４～２５

１７～１８

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（東京）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ダイヤモンドコース

時計部品・工具・ベアーバンド

今 井 商 店
秋 田 市 山 王 新 町 ５ ― １２

〒０１０―０９５２ 電 話 ０１８―８６２―３３３１
ＦＡＸ ０１８―８６２―３６５５

シ
チ
ズ
ン
時
計
役
員

新
専
務
に
松
本
氏

�
�
日
本
時
計
輸
入
協
会

「良いものを長く」で

新顧客層の獲得を

捲

土

重

来

人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
澤

康
之

平和堂貿易

豊
富
な
品
揃
え
で
展
示

４０
回
記
念
の
秀
宝
展

価値ある商品には注目
セラリオンプレステージジュエリーフェア

平均単価がアップし健闘

過酷な環境でも使用可
カシオ計算機

ハイブリッドＧ―ＳＨＯＣＫ

ナガホリ

２
日
間
で
３０００
人
来
場

創
美
展

個
性
あ
る
ダ
イ
ヤ
紹
介

実
物
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞

Ｇ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
Ｊ
セ
ミ
ナ
ー

ＧＩＮＺＡ
ＴＡＮＡＫＡ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
純
金
大
判
・
小
判

ミ
ッ
キ
ー
＆
ミ
ニ
ー
の
千
両
箱
も

��	
��	�������� �	�（第三種郵便物認可）�		���
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コ
ル
ム
社
（
ス
イ
ス
／
ラ

・
シ
ョ
ー
・
ド
・
フ
ォ
ン
）

は
、
こ
の
ほ
ど
日
本
に
お
け

る
コ
ル
ム
ウ
オ
ッ
チ
の
長
期

的
ブ
ラ
ン
ド
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

確
立
さ
せ
る
と
い
う
強
い
意

志
に
基
づ
き
、
日
本
法
人
の

コ
ル
ム
ジ
ャ
パ
ン
�株
を
設
立

し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

合
わ
せ
て
「
ア
ド
ミ
ラ
ル

ズ
カ
ッ
プ
」
の
新
作
と
し
て

１２
角
形
の
文
字
盤
に
ア
ワ
ー

マ
ー
ク
の
代
わ
り
に
１２
の
国

際
海
洋
信
号
機
が
描
か
れ
た

特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
時
計

を
発
表
し
た
。

代
表
取
締
役
に
は
、
日
本

の
輸
入
時
計
業
界
で
豊
富
な

経
験
を
持
つ
渡
邊
路
夫
氏
が

就
任
。

今
回
の
日
本
法
人
設
立
に

つ
い
て
渡
邊
社
長
は
「
日
本

の
時
計
愛
好
家
た
ち
に
、
名

門
の
コ
ル
ム
は
か
な
り
浸
透

し
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
、

何
も
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
ゼ
ロ
か
ら
や
り
直
す

つ
も
り
で
や
る
。
も
う
少
し

前
に
設
立
の
発
表
を
す
る
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
準
備
が
遅

れ
た
の
と
、
新
作
が
出
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
時

期
に
な
っ
た
」と
し
て
い
る
。

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
「
一
言
で
言
う
と
フ
ァ

ン
づ
く
り
を
積
み
重
ね
て
い

く
。
つ
ま
り
、
今
ま
で
販
売

し
た
商
品
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
と
今
後
の
販
売
強
化
を

目
指
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド

の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に

長
く
続
け
て
い
け
る
よ
う
に

や
っ
て
い
き
た
い
」と
い
う
。

渡
邊
氏
は
、
日
本
シ
イ
ベ

ル
ヘ
グ
ナ
�株
（
現
Ｄ
Ｋ
Ｓ
Ｈ

ジ
ャ
パ
ン
�株
）
で
ロ
ジ
ェ
デ

ュ
ブ
イ
、
ハ
リ
ー
ウ
イ
ス
ト

ン
、
ユ
リ
ス
ナ
ル
ダ
ン
、
パ

ミ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
フ
ル
ー
リ
エ

な
ど
多
く
の
高
級
時
計
の
事

業
拡
大
に
貢
献
し
た
実
績
が

あ
る
。

コ
ル
ム
ジ
ャ
パ
ン
�株
〒
１

０
５
―
０
０
２
２
東
京
都
港

区
海
岸
１
丁
目
１１
番
１
号
ニ

ュ
ー
ピ
ア
竹
芝
ノ
ー
ス
タ
ワ

ー
１４
階

新作も発表

３１
年
前
、
ス
ウ
ォ
ッ
チ
は

５１
の
パ
ー
ツ
の
み
で
構
成
し

た
シ
ン
プ
ル
な
ス
イ
ス
製
の

ク
ォ
ー
ツ
腕
時
計
を
発
表
。

世
界
初
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

製
腕
時
計
は
、
手
頃
な
価
格

と
と
も
に
良
質
な
ス
イ
ス
製

腕
時
計
を
身
近
な
も
の
に
し

た
。時

を
経
て
昨
年
４
月
に
発

表
し
た
「S

IST
E

M
5

1

」
は
、
再

び
腕
時
計
業

界
を
驚
か
せ

た
。
特
許
出

願
中
の
１７
件

の
新
技
術
に

よ
り
、
５１
個
の
パ
ー
ツ
の
み

で
作
ら
れ
た
自
動
巻
機
械
式

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
２
年
あ
ま

り
で
開
発
。
各
パ
ー
ツ
は
５

つ
の
独
立
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
形
成
し
、
１
本
の
ネ
ジ
を

中
心
に
ひ
と
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト

と
し
て
結
合
し
て
い
る
。
従

来
の
機
械
式
腕
時
計
の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
に
は
、
最
低
で
も

約
１
０
０
個
、
よ
り
複
雑
な

ハ
イ
エ
ン
ド
の
モ
デ
ル
に
は

６
０
０
個
以
上
の
パ
ー
ツ
が

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
革
新
が
う
か
が
え
る
。

「SIST
E

M
51

」
は
、

製
造
を
完
全
に
自
動
化
し
、

手
作
業
に
よ
る
速
度
調
整
を

必
要
と
し
な
い
。
ま
た
、
す

べ
て
の
部
品
が
ケ
ー
ス
に
密

封
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

超
長
寿
命
と
長
期
間
持
続
す

る
精
度
（
日
差
約
＋
／
―
１０

秒
）
を
保
証
す
る
。
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
に
使
用
さ
れ
て
い
る

５
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
目
に

見
え
る
部
分
は
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
現
代
ア

ー
ト
に
表
現
の
場
と
し
て
も

提
供
予
定
だ
。

５
月
３０
日
か
ら
ス
ウ
ォ
ッ

チ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
銀
座
で
シ
ス

テ
ム
・
ホ
ワ
イ
ト
、
シ
ス
テ

ム
・
ブ
ラ
ッ
ク
、
シ
ス
テ
ム

・
レ
ッ
ド
、
シ
ス
テ
ム
・
ブ

ル
ー
の
４
モ
デ
ル
を
限
定
販

売
。
価
格
は
各
１
万
７
５
０

０
円
（
税
込
）
。
従
来
の
高

級
機
械
式
腕
時
計
の
何
分
の

１
の
価
格
で
、
多
く
の
人
々

が
機
械
式
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の

魅
力
を
体
感
す
る
入
口
を
開

い
た
。

SISTEM51

アルゴダンザ・ジャパンのブース

�株
ミ
キ
モ
ト
は
、
６
月
１３

日
�金
～
２２
日
�日
ま
で
、
銀
座

４
丁
目
ミ
キ
モ
ト
ホ
ー
ル

で
、
『
女
性
を
飾
っ
た
輝
き

の
物
語

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ジ

ュ
エ
リ
ー
＆
ウ
オ
ッ
チ
の
世

界
』
を
開
催
。

一
般
公
開
に
先
駆
け
１２
日

午
後
四
時
か
ら
同
６
時
ま
で

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

今
展
は
装
い
、
楽
し
む
た

め
に
集
め
ら
れ
た
１
８
５
０

年
頃
か
ら
１
９
３
０
年
頃
ま

で
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
時
計
、

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
扇
な
ど
、

個
人
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約

１
５
０
点
を
展
示
。
１
０
０

年
を
超
え
て
、
な
お
新
鮮
で

女
性
の
ス
タ
イ
ル
を
輝
か
せ

る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
数
々
を

一
堂
に
出
展
し
た
。

賑わいをみせた

綜
合
ユ
ニ
コ
ム
�株
（
本
社

‥
東
京
都
中
央
区
、
河
崎
清

志
社
長
）
は
、
６
月
２４
日
、

２５
日
の
両
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
で
『
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１
４
』

を
開
催
し
た
。

同
展
は
、
今
回
で
１８
回
目

と
な
り
、
『
葬
祭
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
再
設
計
』
終
活
時

代
の
価
値
創
造
型
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
葬
祭
関
連
企
業
１

４
４
社
が
出
展
し
、
企
業
経

営
、
葬
祭
業
務
支
援
サ
ー
ビ

ス
や
、
新
商
品
・
新
シ
ス
テ

ム
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。

今
回
、
目
に
つ
い
た
の
は

喪
服
レ
ン
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、

遺
灰
、
遺
骨
か
ら
抽
出
し
た

成
分
の
み
を

使
用
し
て
メ

モ
リ
ア
ル
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
を
ス
イ
ス

で
製
作
し
て

い
る
と
い
う

�有
ア
ル
ゴ
ダ

ン
ザ
・
ジ
ャ

パ
ン
も
出
展

し
て
い
た
。

大勢の関係者が来場

金
属
彫
刻
家
・
渡
部
広
次

の
世
界
展
が
６
月
四
日
�水
か

ら
７
月
１５
日
�火
ま
で
、
明
治

１３
年
創
業
国
内
初
の
銀
製
品

専
門
店
の
銀
座
の
宮
本
商
行

で
開
催
。

渡
部
広
次
氏
は
、
１
９
４

２
年
新
潟
県
出
身
、
１
９
７

０
年
国
際
メ
ダ
ル
展
受
賞
買

上
げ
（
イ
タ
リ
ア
）
、
１
９

８
３
年
文
部
大
臣
奨
励
賞
受

賞
、
１
９
９
１
年
芸
術
メ
ダ

ル
協
会
賞
受
賞
、
１
９
９
４

年
天
皇
皇
后
陛
下
御
還
暦
記

念
メ
ダ
ル
制
作
、
１
９
９
９

年
天
皇
陛
下
御
即
位
１０
周
年

記
念
メ
ダ
ル
制
作
、
２
０
０

３
年
天
皇
陛
下
古
希
御
祝
い

品
デ
ザ
イ
ン
・
原
型
制
作
、

●
個
展
２４
回（
油
絵
・
金
工
）

▽
所
属
団
体
‥
日
本
美
術

家
連
盟
会
員
、
第
一
美
術
協

会
、
評
議
・
常
任
審
査
委
員
、

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組
合

会
員
。

輸
入
時
計
販
売
の
�株
ノ
ー

ブ
ル
ス
タ
イ
リ
ン
グ
は
、
６

月
１０
日
に
「N

O
B

L
E

ST
Y

L
IN

G
G

A
L

L
E

R
Y

」

を
、
目
黒
区
三
田
１
―
４
―

１
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

東
京
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。店

内
に
は
、
超
高
級
品
の

ク
リ
ス
ト
フ
・
ク
ラ
ー
レ
、

ハ
イ
ド
ロ
・
メ
カ
ニ
カ
ル
・

オ
ド
ロ
ジ
ス
ト
、
ド
ゥ
ラ
ク

ー
ル
、
ス
ラ
イ
ド
、
ロ
マ
ン

・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
、
ポ
ル
シ
ェ

・
デ
ザ
イ
ン
、
メ
ー
ト
ル
・

デ
ュ
・
タ
ン
、
オ
ー
ト
ラ
ン

ス
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
、
ブ
レ
ー
ヴ
ァ
、

４
Ｎ
、
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ー

ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
、
ス
ピ
ー

ク
・
マ
リ
ン
、
ヴ
ァ
ル
ブ
レ

イ
、SU

ISSE
M

E
C

A
N

I
C

A

、G
IU

L
IA

N
O

M
A

Z
Z

U
O

L
I

、D
Ö

T
T

L
IN

G

、E
N

C
E

L
A

D
E

、M
agellan

、R
SW

、IK
E

P
O

D

、B
A

L
L

A
ST

、A
Z

Z
A

R
O

、L
am

bretta

、

PO
SE

ID
O

N

、O
R

T

オープンした店内

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会

（
山
崎
素
子
委
員
長
）
平
成

２６
年
第
６
回

�１
枠
付
き
小
粒
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
開
示
コ
メ
ン
ト
使
用

条
件
を
理
事
会
に
上
申
し

た
。�２

上
記
案
件
の
理
事
会
承

認
を
得
た
後
に
、
Ｈ
Ｐ
で
コ

メ
ン
ト
と
そ
の
説
明
を
掲
載

す
る
。

�３
Ｈ
２５
年
度
活
動
報
告
と

Ｈ
２６
年
度
活
動
計
画
を
確
認

し
た
。

�４
他

☆
色
石
委
員
会
（
堀
川
洋

一
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
６

回
�１
Ｈ
２５
年
度
の
活
動
報
告

と
Ｈ
２６
年
度
の
活
動
計
画
を

検
討
し
た
。

�２
他

☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美
郁

男
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
５

回
�１
Ｈ
２５
年
度
活
動
報
告
と

Ｈ
２６
年
度
活
動
計
画
を
作
成

し
た
。

�２
他

☆
総
務
委
員
会
（
鈴
木
芳

夫
委
員
長
）
平
成
２６
年
第
６

回
�１
線
量
計
校
正
の
精
度
比

較
検
査
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
報
告
さ
れ
た
。

�２
Ｈ
２６
年
度
Ａ
Ｇ
Ｌ
総
会

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

認
し
た
。

�３
英
語
以
外
の
言
語
を
使

用
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
発
行
す

る
場
合
は
、
日
本
語
を
主
と

し
外
国
語
を
併
記
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
る
。

☆
理
事
会
報
告

�１
カ
ー
ビ
ン
グ
が
施
さ
れ

た
養
殖
真
珠
の
記
載
を
訂
正

…
理
事
会
承
認
即
時
実
効

（
形
状
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

Ａ
Ｇ
Ｌ
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ

と
）�２

「
枠
付
き
小
粒
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
開
示
コ
メ
ン
ト
使

用
検
査
条
件
」
…
理
事
会
承

認

但
し
、
実
施
時
期
に
つ

い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る

条
件
を
整
え
て
か
ら
と
す

る
。�３

「
放
射
線
測
定
お
よ
び

放
射
能
を
有
す
る
宝
石
に
つ

い
て
の
細
則
」
に
あ
る
校
正

証
書
取
得
の
回
数
変
更
と
自

主
点
検
へ
の
変
更
が
検
討
さ

れ
、
総
会
で
承
認
を
得
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

�４
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
内
容

の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
の
ル
ー
ル

検
討
を
、
総
務
委
員
会
は
指

示
し
た
。…
理
事
会
承
認（
な

お
、
記
載
内
容
が
技
術
的
な

場
合
は
、
担
当
委
員
会
が
必

ず
同
席
し
説
明
す
る
）
即
時

実
効

動
向

今
月
も
タ
ー
コ
イ
ズ
（
ト
ル
コ
石
）
の
問
い
合
わ
せ
が
大
変
多
い

月
で
し
た
。

季
節
が
ら
売
れ
る
商
材
の
一
つ
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
鉱
山
が
２
年
前
に
閉
山
に
な
り
価
格
も
上
昇
し
て
い
ま
す
が
綺
麗
な
物
が
少
な

く
入
手
が
困
難
な
状
態
で
す
。
ル
ビ
ー
・
サ
フ
ァ
イ
ア
な
ど
は
相
変
わ
ら
ず
材
料
物

が
多
く
単
品
物
で
の
動
き
が
良
い
の
は
ス
フ
ェ
ー
ン
・
ア
ク
ア
マ
リ
ン
・
タ
ン
ザ
ナ

イ
ト
な
ど
が
良
い
動
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
）

売れ筋ベスト１０
�１ サファイア

�２ ルビー

�３ スフェーン

�４ ガーネット族

�５ ブルージルコン

�６ タンザナイト

�７ アクアマリン

�８ ペリドット

�９ ブルートパーズ

�１０ トルマリン

＊２０１４年６月１ヶ月店頭販売（数量伸び率比較）調べ

資料提供�ミユキグループ（ジュエリーおかちまち）

�０３―３８３６―４３３１

購
読
・
広
告
の
申
込
は
本
紙
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
・
３
８
３
４
・
４
２
８
７
。

６６月月のの色色石石ルルーースス

スウォッチ

パ
ー
ツ
は
５１
個
の
み

１７
件
の
新
技
術
は
特
許
出
願
中

コ
ル
ム
社

渡
邊
路
夫
氏
が
社
長
就
任

ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
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法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立

ミキモト

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１５０
点
展
示

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ジ
ュ
エ
リ
ー
＆
ウ
ォ
ッ
チ
の
世
界

渡
部
広
次
の
世
界
展

銀
座
・
宮
本
商
行
で
開
催

ノーブルスタイリング

ホテル内にギャラリー

Ａ
Ｇ
Ｌ

５
月
の
活
動
報
告

綜合ユニコム

葬
祭
企
業
１１４
社
が
出
展

フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
２
０
１
４

���	
����
�����（第三種郵便物認可）���������
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プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｐ
Ｇ

Ｉ
）
英
国
ロ
ン
ド
ン
本
部
で

は
、
さ
き
ご
ろ
「
第
１
回
Ｐ

Ｇ
Ｉ
宝
飾
小
売
行
動
向
調

査
」
の
結
果
を
発
表
し
た
。

同
調
査
は
、
小
売
販
売
の

観
点
か
ら
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ

エ
リ
ー
市
場
の
世
界
的
な
需

要
動
向
を
分
析
・
予
測
し
た

初
の
独
自
調
査
。

Ｐ
Ｇ
Ｉ
で
は
、
プ
ラ
チ
ナ

の
宝
飾
需
要
が
自
動
車
触
媒

に
次
い
で
２
番
目
に
大
き

く
、
か
つ
小
売
販
売
（
店
頭

か
ら
消
費
者
へ
の
販
売
）
に

関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の

デ
ー
タ
ー
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
調
査

を
実
施
し
た
。

同
調
査
の
日
本
に
お
い
て

は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
販
売
に
携

わ
る
企
業
約
１
０
０
社
の
２

０
１
３
年
販
売
実
績
お
よ
び

２
０
１
４
年
見
込
み
を
第
三

者
機
関
に
委
託
し
て
調
査
し

た
。【

日
本
市
場
】

そ
れ
に
よ
る
と
日
本
市
場

の
２
０
１
３
年
小
売
販
売
ベ

ー
ス
で
の
プ
ラ
チ
ナ
宝
飾
需

要
は
前
年
比
３
・
５
％
増
だ

っ
た
。

◆
２
０
１
３
年
は
、
ほ
ぼ

全
て
の
タ
イ
プ
の
小
売
店
で

増
加
が
み
ら
れ
た
が
、
特
に

百
貨
店
で
の
販
売
が
顕
著
。

◆
多
く
の
価
格
帯
で
販
売

数
量
が
伸
び
、
特
に
単
価
２０

万
円
以
上
の
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ

ュ
エ
リ
ー
が
増
加
し
た
。

◆
販
売
金
額
の
伸
び
は
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
全
体
お
よ
び
名

目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
上
回
っ

た
。◆

７１
％
の
販
売
店
が
、
消

費
税
増
税
に
も
関
わ
ら
ず
２

０
１
４
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
販
売
が
増
加
見
込
み
と

回
答
。

◆
２
０
１
４
年
の
国
内
プ

ラ
チ
ナ
宝
飾
需
要
は
１
・
２

％
増
の
見
込
み
。

２
０
１
３
年
の
主
な
増
加

要
因
と
し
て
は
、
金
融
緩
和

に
よ
る
株
高
に
よ
り
経
済
の

ム
ー
ド
が
高
ま
り
、
特
に
富

裕
層
の
購
買
が
回
復
し
た
こ

と
や
、
消
費
税
増
税
前
の
駆

け
込
み
需
要
が
年
末
商
戦
に

も
及
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
消

費
者
の
本
物
志
向
へ
の
回
帰

な
ど
、
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
需
要
を
押
し
上
げ
る

要
因
が
複
合
的
に
表
れ
た
事

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

【
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
】

《
２
０
１
３
年
》

◆
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ

ー
市
場
の
９４
％
を
占
め
る
主

要
４
カ
国
（
日
本
、
中
国
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
）
に
お

け
る
小
売
需
要
は
、
全
体
で

５
・
３
％
の
伸
び
。

◆
新
興
国
‥
世
界
最
大
の

プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
市

場
の
中
国
は
３
％
増
。
イ
ン

ド
は
爆
発
的
成
長
で
４１
％

増
。◆

成
熟
国
‥
日
本
は
３
・

５
％
増
。
ア
メ
リ
カ
は
１１
％

増
。《

２
０
１
４
年
》

◆
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ

ー
市
場
主
要
４
カ
国
の
小
売

需
要
は
、
全
体
で
３
・
５
％

の
伸
び
と
予
測
さ
れ
る
。

◆
新
興
国
‥
中
国
は
５
％

増
の
見
込
み
。
イ
ン
ド
は
引

き
続
き
急
成
長
が
予
想
さ

れ
、
３５
％
増
の
見
込
み
。

◆
成
熟
国
‥
日
本
は
消
費

税
増
税
の
影
響
は
限
定
的
で

１
・
２
％
増
、
ア
メ
リ
カ
は

１１
％
増
の
見
込
み
。

Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
と

「
主
要
４
カ
国
全
て
に
お
い

て
２
０
１
４
年
需
要
予
測
が

増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
世
界
の
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ

ュ
エ
リ
ー
市
場
は
大
変
好
調

で
あ
る
と
言
え
る
。
ジ
ュ
エ

リ
ー
販
売
に
は
、
一
般
に
考

え
ら
れ
て
い
る
以
上
に
プ
ラ

チ
ナ
全
体
の
消
費
に
対
し
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
は
２
番
目
に
大

き
な
市
場
で
あ
り
、
中
国
１

カ
国
で
も
、
宝
飾
需
要
が
全

世
界
の
プ
ラ
チ
ナ
消
費
量
の

ほ
ぼ
２５
％
を
占
め
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。

日
本
眼
鏡
販
売
店
連
合
会

（
西
村
輝
和
会
長
）
は
、
６

月
２６
日
午
後
２
時
３０
分
か
ら

千
代
田
区
大
手
町
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
東
京
で
第
６
期
通
常

総
会
並
び
に
懇
親
会
を
開
催

し
た
。

総
会
は
、
平
岩
副
会
長
の

司
会
で
相
澤
会
長
代
行
の
開

会
に
次
い
で
西
村
会
長
は

「
第
６
回
目
の
総
会
で
す
が
、

当
会
が
設
立
さ
れ
た
当
初
の

目
標
は
我
々
業
界
団
体
が
い

か
に
消
費
者
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
一
本
化
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
一
昨
年
に

は
眼
鏡
技
術
者
国
家
資
格
推

進
機
構
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

が
今
日
会
員
が
増
え
て
い
か

な
い
の
が
現
状
で
す
」
と
挨

拶
し
、総
会
成
立
宣
言（
代
議

員
数
４２
名
、出
席
者
２８
名
、委

任
状
１２
名
）が
あ
っ
て
、定
款

に
よ
り
西
村
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
案
審
議
に
移
り
、

第
１
号
議
案
事
業
報
告
、
決

算
報
告
、監
査
報
告
、第
２
号

議
案
、第
３
号
議
案
、事
業
計

画
、予
算
案
が
承
認
さ
れ
、第

４
号
議
案
役
員
改
選
で
は
、

役
員
候
補
者【
金
井
昭
雄（
北

海
道
）、
相
澤
博
彦（
宮
城
）、

武
田
亨
（
秋
田
）
、
栗
原
宏

治
（
埼
玉
）、
豊
福
厚
至
（
千

葉
）、
肥
沼
孝
政（
神
奈
川
）、

中
込
米
男
（
山
梨
）
、
片
山

敬
三
・
高
橋
一
成
・
山
崎
親

一
（
東
京
）、
馬
場
康
男
（
静

岡
）、
坪
内
登
（
岐
阜
）、
平

岩
幸
一
（
愛
知
）
、
小
池
俊

木
（
新
潟
）、
井
上
尚
行
（
京

都
）、
西
村
輝
和
（
大
阪
）、

北
出
弥
一
郎
（
兵
庫
）
、
�

戦
三
（
岡
山
）
、
銭
川
博
美

（
香
川
）
、
楠
瀬
剛
志
（
高

知
）、
佐
藤
良
治（
北
海
道
）、

近
藤
寿
秀
（
青
森
）
、
板
倉

進
（
千
葉
）
、
白
山
聡
一
・

金
井
章
（
東
京
）
、
上
田
茂

（
新
潟
）
、
増
永
訓
敏
（
福

井
）、
石
川
洋
一
（
愛
知
）、

中
川
正
仁
（
三
重
）
、
三
宅

義
造
（
京
都
）、
乾
隆
司
（
大

阪
）、
東
勲
（
徳
島
）、
田
部

健
二
（
愛
媛
）
、
落
合
信
裕

（
福
岡
）
、
矢
野
博
久
（
大

分
）
。
監
事
候
補
者
�
九
鬼

悦
子
（
東
京
）
、
福
田
吉
美

（
大
阪
）
が
承
認
さ
れ
、
新

理
事
互
選
の
結
果
、
西
村
輝

和
氏
が
再
選
さ
れ
、
会
長
代

行
に
相
澤
博
彦
、
副
会
長
に

金
井
昭
雄
、
豊
福
厚
至
、
片

山
敬
三
、
小
池
俊
木
、
平
岩

幸
一
、
�
戦
三
、
東
勲
、
矢

野
博
久
が
就
任
し
た
。

以
上
で
議
案
審
議
を
終

え
、
そ
の
他
で
、
�１
眼
鏡
技

術
者
国
家
資
格
推
進
機
構
へ

の
協
力
と
推
進
に
関
す
る
件

で
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
の
白
山
委
員
長
よ
り
眼
鏡

Ｄ
Ｂ
の
消
費
者
１
万
人
ア
ン

ケ
ー
ト
の
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
な
ど
方
針
が
説
明
さ
れ

た
。
以
上
で
総
会
を
終
了
し

た
。

あいさつする西村会長

６
月
１８
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
、
日

本
で
も
数
多
く
の
愛
用
者
、

リ
ピ
ー
ト
率
を
誇
る
ス
イ
ス

フ
レ
ッ
ク
ス
が
新
た
にB

us
iness

B
uilding2014

「T
he

N
extStep

」
と
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
記
者
会

見
を
行
っ
た
。

常
に
メ
ガ
ネ
の
可
能
性
を

追
求
し
て
き
た
、
世
界
的
な

開
発
者
ウ
イ
リ
ヘ
ル
ム
・
ア

ン
ガ
ー
氏
の
後
継
者
で
あ
る

マ
ー
カ
ス
・
カ
ヴ
ィ
ェ
ツ
ェ

ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
今
後
の
商
品
開

発
及
び
世
界
、
日
本
戦
略
に

つ
い
て
語
っ
た
。

そ
れ
に
先
駆
け
て
、
ス
イ

ス
フ
レ
ッ
ク
ス
の
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
オ

プ
テ
ィ
カ
ル
�株
の
小
島
陽
一

郎
社
長
か
ら
、
今
回
の
事
業

展
開
の
趣
旨
と
今
回
の
製
品

の
特
徴
が
、
ブ
ラ
ン
ド
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
性
を
重
視
し
な
が

ら
も
掛
け
心
地
、
快
適
性
、

機
能
性
を
求
め
た
ハ
イ
テ
ク

製
品
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

続
い
て
マ
ー
カ
ス
・
カ
ヴ

ィ
ェ
ツ
ェ
ル
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
創
業

初
期
（
１
９
９
７
年
～
）
、

発
展
期
（
２
０
０
３
年
～
）

そ
し
て
現
在
に
至
る
開
発
期

の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
展
開
の

説
明
を
行
っ
た
。

ス
イ
ス
フ
レ
ッ
ク
ス
は
、

勝
ち
残
る
の
が
厳
し
い
メ
ガ

ネ
業
界
に
お
い
て
ス
タ
イ
ル

・
機
能
性
、
掛
け
心
地
と
快

適
性
を
重
視
し
た
特
許
取
得

済
の
モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
を
確

立
し
て
い
る
。
そ
の
製
品
す

べ
て
が
１
０
０
％
ス
イ
ス
製

で
高
度
な
技
術
と
精
密
性
、

高
品
質
に
裏
付
け
さ
れ
て
い

る
。全

１３
モ
デ
ル
は
キ
ッ
ズ
か

ら
シ
ニ
ア
ま
で
、
ま
た
幅
広

い
業
種
に
携
わ
る
人
々
５
大

陸
３５
カ
国
３
５
０
万
人
の

人
々
に
愛
用
さ
れ
て
お
り
、

世
界
で
１
万
店
舗
の
小
売
店

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
商
品
開
発
及
び
世

界
・
日
本
戦
略
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
世
界
中
の
成
長
が

期
待
出
来
る
市
場
へ
の
資
本

投
下
を
積
極
的
に
行
い
、
明

瞭
で
人
々
の
興
味
を
引
き
付

け
る
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目

指
す
。

そ
の
上
で
特
化
し
た
サ
ポ

ー
ト
に
裏
付
け
さ
れ
た
Ｓ
Ｆ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
新
素
材
、
新
機
能
な
ど
）

の
推
進
、
開
発
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
各
国
の
特
異
性
を

理
解
す
る
た
め
の
研
修
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
そ
の

国
に
強
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
確

立
し
て
い
く
。

ス
イ
ス
フ
レ
ッ
ク
ス
の
他

社
に
な
い
特
徴
は
、
掛
け
て

い
る
事
す
ら
忘
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
抜
群
に
快
適
な
装
着

感
、
医
学
的
特
性
を
持
つ
高

度
ポ
リ
マ
ー
技
術
に
合
わ
せ

て
フ
レ
ー
ム
構
造
を
モ
ジ
ュ

ラ
ー
化
さ
せ
て
個
々
の
好
み

に
対
応
さ
せ
た
こ
と
で
あ

る
。
す
べ
て
の
製
品
の
開
発

か
ら
製
造
ま
で
ス
イ
ス
で
行

っ
て
い
る
と
い
う
事
も
他
社

に
な
い
も
の
で
あ
る
。

新
モ
デ
ル
は
市
場
が
よ
り

大
胆
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

フ
レ
ー
ム
へ
の
需
要
を
求
め

て
い
る
事
を
踏
ま
え
て
、
さ

ら
に
装
着
感
を
ア
ッ
プ
し
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
追
求
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
豊

か
な
表
現
力
を
求
め
て
調
和

の
と
れ
た
素
材
と
流
行
色
を

提
供
し
て
い
る
。

ス
イ
ス
フ
レ
ッ
ク
ス
の
特

徴
で
あ
る
快
適
さ
を
シ
ン
プ

ル
に
可
視
化
す
る
こ
と
で
ユ

ー
ザ
ー
の
関
心
や
興
味
を
生

み
出
し
て
さ
ら
に
愛
用
者
を

増
や
し
、
ス
イ
ス
フ
レ
ッ
ク

ス
も
ま
た
新
し
い
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

今後の商品開発などについて語る
カヴィェツェルＣＥＯ

事業展開などを説明するジャパン
オプティカル�株の小島社長

日
本
眼
鏡
技
術
者
協
会

（
津
田
節
哉
会
長
）
は
、
６

月
１８
日
午
後
２
時
か
ら
大
阪

市
内
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
で
「
第
４
回
通

常
総
会
」
を
開
催
し
た
。

通
常
総
会
は
、
物
故
者
に

黙
祷
し
、総
会
成
立
宣
言（
総

数
�
１
１
０
名
、
出
席
者
�

６０
名
、
委
任
状
�
４７
名
）
に

次
い
で
、
津
田
会
長
は
「
昨

年
お
願
い
し
た
眼
鏡
業
務
の

実
体
調
査
に
つ
い
て
は
２
０

０
０
店
か
ら
の
解
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
消
費
者
の
方

が
正
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
事
を
厚

労
省
の
方
々
に
説
明
が
出
来

ま
す
。
ま
た
、
資
格
制
度
に

つ
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
消
費
者
の
眼
を
守
る

た
め
の
正
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
ケ

ア
を
訴
え
て
い
き
た
い
。
本

日
は
役
員
改
選
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議
下

さ
い
」
と
挨
拶
し
、
司
会
者

よ
り
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
定

款
に
よ
り
片
山
理
事
が
議
長

と
な
っ
て
、
第
１
号
議
案
平

成
２５
年
度
事
業
報
告
か
ら
第

４
号
議
案
平
成
２６
年
度
収
支

予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
第
５

号
議
案
認
定
眼
鏡
士
登
録
規

程
の
改
正
（
案
）
が
承
認
さ

れ
、
次
に
、
理
事
・
監
事
選

任
の
件
で
は
、
坪
内
選
挙
管

理
委
員
会
よ
り
候
補
者
が
発

表
さ
れ
、
承
認
。
新
理
事
別

室
に
て
互
選
の
結
果
、
会
長

�
津
田
節
哉
、
副
会
長
（
６

名
）
�
片
山
敬
三
（
会
員
組

織
部
長
兼
任
）
、
金
井
昭
雄

（
国
際
部
長
兼
任
）
、
木
方

伸
一
郎（
教
育
部
長
兼
任
）、

�
戦
三（
広
報
部
長
兼
任
）、

豊
福
厚
至
（
総
務
部
長
兼

任
）
、
中
島
能
澄
（
財
務
部

長
兼
任
）
。
部
長
�
法
制
部

長
‥
相
澤
博
彦
、
社
会
福
祉

部
長
‥
野
口
毅
。

新
理
事
�
伊
藤
克
也
（
キ

ク
チ
眼
鏡
専
門
学
校
長
）
、

岡
本
育
三
（
東
京
眼
鏡
専
門

学
校
理
事
長
）
、
西
村
輝
和

（
日
本
眼
鏡
技
術
専
門
学
校

理
事
長
）
、
相
澤
博
彦
（
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
宮
城
県
）、

小
野
明
夫
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

・
神
奈
川
県
）
、
片
岡
幹
雄

（
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
石
川

県
）
、
片
山
敬
三
（
東
京
ブ

ロ
ッ
ク
長
・
東
京
都
）
、
金

井
昭
雄
（
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

・
北
海
道
）
、
木
方
伸
一
郎

（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
・
岐
阜
県
）、

清
水
信
弘
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

・
佐
賀
県
）
、
杉
本
佳
菜
子

（
推
薦
・
東
京
都
）
、
鈴
木

利
夫
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
・

京
都
府
）
、
竹
田
保
世
（
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
・
徳
島
県
）
、

田
部
健
二
（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

長
・
愛
媛
県
）、
辻
戦
三（
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
岡
山
県
）、

津
田
節
哉（
推
薦
・
愛
知
県
）、

豊
福
厚
至
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

長
・
千
葉
県
）
、
中
島
能
澄

（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
府
）、

西
田
芳
夫
（
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

・
福
井
県
）
、
野
口
毅
（
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
福
岡
県
）、

羽
田
和
弘
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

・
青
森
県
）、
平
岩
幸
一（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
愛
知
県
）、

山
崎
親
一
（
東
京
ブ
ロ
ッ
ク

・
東
京
都
）、
横
山
武
志（
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
・
島
根
県
）
、

吉
野
紀
子（
推
薦
・
大
阪
府
）。

監
事
�
岡
野
雄
次
（
公
認
会

計
士
）
、
佐
藤
良
治
（
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
北
海
道
）。

津
田
会
長
は
「
私
と
し
て

は
不
本
意
で
す
が
こ
れ
で
８

期
目
に
な
り
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
同
じ
人
間
が
組
織
の
長

と
し
て
や
る
の
は
良
く
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
継
続
事
業

や
他
団
体
と
の
事
も
あ
り
ま

す
の
で
お
引
き
受
け
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
次

に
報
告
事
項
で
、
�一
推
進
機

構
の
最
近
の
動
き
に
つ
い
て

岡
本
育
三
氏
報
告
（
政
治
活

動
、
対
厚
労
省
、
拡
大
委
員

会
、
資
格
対
策
委
員
会
、
特

別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
、

そ
の
他
関
連
団
体
へ
の
働
き

か
け
等
）
、
�二
組
織
活
性
化

特
別
委
員
会
平
岩
委
員
長
よ

り
、
青
年
部
、
女
性
部
会
設

置
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
と

組
織
活
性
化
の
た
め
の
要

請
。
�三
広
報
部
か
ら
辻
広
報

部
長
が
認
定
眼
鏡
士
の
ア
ピ

ー
ル
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

て
議
案
審
議
終
了
し
総
会
が

閉
会
さ
れ
、
休
け
い
後
、「
眼

鏡
店
で
出
来
る
簡
易
的
な
視

野
検
査
―
試
作
と
検
証
―
」

日
本
眼
鏡
技
術
専
門
学
校
卒

業
生
北
浦
幹
士
氏
、
乱
視
度

数
の
弱
補
正
と
動
体
視
力
Ｋ

Ｖ
Ａ
の
関
係
」
ワ
ー
ル
ド
オ

プ
テ
ィ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
卒
業

生
綱
井
杏
之
介
氏
の
セ
ミ
ナ

ー
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
別

室
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

�４
第
１
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作

成
委
員
会
に
つ
い
て
、
他

６
月
１１
日
（
水
曜
日
）
千

代
田
区
有
楽
町
「
東
京
交
通

会
館
」
に
て
開
催
さ
れ
る
第

１
回
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作
成
委
員

会
は
、
自
身
が
出
席
す
る
旨

説
明
を
行
っ
た
。

２
、
２
０
１
５
年
ワ
ー
ル
ド

オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
の
件

（
冨
田
常
務
理
事
）

諸
事
情
に
よ
り
発
表
が
遅

れ
た
が
、
２
０
１
５
年
ワ
ー

ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア
を

来
春
下
記
の
通
り
開
催
す
る

こ
と
が
正
式
決
定
し
た
旨
発

表
を
行
っ
た
。

時
）
平
成
２７
年
４
月
１４
日

（
火
曜
日
）
～
１５
日
（
水
曜

日
）

於
）
渋
谷
区
渋
谷

渋
谷

ヒ
カ
リ
エ
９
階
「
Ｈ
ｉ
ｋ
ａ

ｒ
ｉ
ｅ

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

Ａ
＆

Ｂ
」

３
、
教
育
情
報
部
か
ら
の
ご

案
内
（
伊
藤
常
務
理
事
）

過
去
１
カ
月
に
亘
り
収
集

さ
れ
た
眼
鏡
関
連
記
事
な
ど

を
提
示
し
て
説
明
を
行
っ

た
。

４
、
情
報
交
換
、
他

商品群

�２

あいさつする津田会長

北
海
道
眼
鏡
協
会
は
５
月

２８
日
に
ノ
ボ
テ
ル
札
幌
で

「
平
成
２６
年
度
総
会
」
を
開

催
し
た
。

金
井
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
議
長
に
佐
藤
副
理
事

長
を
選
出
し
、
第
１
号
議
案

か
ら
全
て
の
審
議
を
行
い
可

決
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
第
５
号
議
案

の
任
期
に
伴
う
役
員
改
選
に

つ
い
て
は
、
選
考
委
員
５
人

で
選
考
。
理
事
１２
人
が
選
出

さ
れ
、
理
事
長
に
金
井
昭
雄

理
事
、
副
理
事
長
に
佐
藤
良

治
理
事
、
専
務
理
事
に
齋
藤

雅
之
理
事
、
常
任
理
事
に
は

伊
藤
悟
理
事
、
諏
訪
光
男
理

事
、
米
谷
正
利
理
事
、
中
里

幸
夫
理
事
、柴
田
一
男
理
事
、

中
山
勝
弘
理
事
、
理
事
に
は

塩
尻
一
也
氏
（
新
任
）
、
大

熊
清
氏
、
監
事
に
は
、
水
野

�
男
氏
、
田
部
靖
子
氏
に
決

ま
っ
た
。

第
６
号
議
案
の
新
規
加
入

会
員
承
認
の
計
に
つ
い
て

は
、
札
幌
篠
路
メ
ガ
ネ
の
ミ

ヤ
タ
、芦
別
タ
カ
セ
時
計
店
、

白
老
オ
オ
ミ
チ
時
計
眼
鏡

店
、
滝
川
メ
ガ
ネ
の
川
口
４

店
が
入
会
を
承
認
さ
れ
た
。

賛
助
会
員
と
し
て
、
東
京
の

�株
ポ
ラ
イ
マ
リ
ー
（
Ｐ
Ｌ
保

険
会
社
）
が
入
会
し
た
。

第
７
号
議
案
で
は
、
事
務

局
長
退
任
と
事
務
局
移
転
の

件
が
発
表
さ
れ
た
。
山
根
事

務
長
が
退
任
し
、
中
川
明
雄

氏
が
就
任
し
た
。

引
き
続
い
て
日
本
眼
鏡
技

術
者
協
会
北
海
道
支
部
の
第

５４
期
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
、
全
て
の
議
案
が
可
決
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
両
団
体
の
合
同

懇
親
会
を
開
き
、
会
員
と
賛

助
会
員
の
相
互
の
懇
親
を
深

め
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し

た
。事

務
局
が
移
転

北
海
道
眼
鏡
協
会
、
日
本

眼
鏡
技
術
者
協
会
北
海
道
支

部
、
北
海
道
眼
鏡
協
会
札
幌

支
部
の
新
事
務
所
は
左
記
の

通
り
。

〒
０
０
６
―
０
８
５
１
札

幌
市
手
稲
区
星
置
１
条
８
丁

目
６
―
１
�
０
１
１
―
６
７

６
―
３
６
５
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１

１
―
６
７
６
―
４
２
７
１
。

事
務
局
長
は
中
川
明
雄
氏
。

総会にのぞむ役員

眼
鏡
製
品
総
合
卸
の
名
古

屋
眼
鏡
�株（
小
林
成
年
社
長
）

は
、
６
月
３
日
・
４
日
の
両

日
、
名
古
屋
駅
前
の
ミ
ッ
ド

ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
で
恒
例
の

「
総
合
展
示
会
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｎ
２
０
１
４
」を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
、サ
ン
グ
ラ
ス
、

フ
レ
ー
ム
、
老
眼
鏡
、
ル
ー

ペ
、
販
売
用
・
サ
ー
ビ
ス
ケ

ー
ス
、
メ
ガ
ネ
拭
き
に
、
レ

ア
な
眼
鏡
小
物
が
紹
介
さ

れ
、
別
室
で
は
、
講
演
会
・

セ
ミ
ナ
ー
も
行
わ
れ
、
来
場

者
数
は
昨
年
比
１
１
３
％

増
、
売
上
は
昨
年
を
上
回
る

見
込
で
と
う
れ
し
い
話
を
し

て
い
た
。今
回
も
北
は
札
幌
、

南
は
沖
縄
な
ど
遠
方
か
ら
の

来
場
者
も
多
く
、
来
場
さ
れ

た
方
々
が
新
し
い
商
材
の
模

索
や
特
徴
・
機
能
（
ア
イ
デ

ア
）
等
、
価
格
で
な
い
小
売

店
そ
れ
ぞ
れ
の
付
加
価
値
商

品
を
吟
味
し
て
い
た
。

�株
メ
ガ
ネ
ス
ー
パ
ー
（
神

奈
川
県
小
田
原
市
、
星
�
尚

彦
社
長
）
は
、
総
合
的
な
ア

イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
次
世
代
メ
ガ
ネ
シ
ョ
ッ
プ

「D
O

C
K

B
Y

メ
ガ
ネ
ス

ー
パ
ー
」
を
８
月
か
ら
展
開

す
る
。

Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ビ
ジ
ュ

ア
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
タ
ー
ミ

ナ
ル
（
Ｖ
Ｄ
Ｔ
）
に
依
存
し

た
生
活
時
間
の
増
加
や
、
高

齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
る
老

視
（
い
わ
ゆ
る
老
眼
）
を
有

す
る
消
費
者
の
増
加
に
よ
っ

て
、
現
代
は
人
類
史
上
恐
ら

く
最
も
眼
に
負
担
の
か
か
る

視
環
境
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
そ
の
結
果
と
し
て
近
年
に

お
い
て
は
「
老
眼
の
低
年
齢

化
」
「
近
視
の
高
年
齢
化
」

が
進
行
し
て
い
る
。

し
か
し
、
日
常
的
に
目
の

疲
れ
な
ど
不
具
合
を
感
じ
て

い
る
消
費
者
は
多
数
存
在
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
識

の
不
足
や
誤
っ
た
認
識
が
原

因
で
、
目
の
不
具
合
に
対
し

て
何
も
対
策
を
取
ら
な
い
、

ま
た
は
場
当
た
り
的
な
対
応

し
か
取
れ
て
い
な
い
方
が
大

多
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、

同
社
は
単
に
眼
鏡
・
コ
ン
タ

ク
ト
を
物
販
と
し
て
販
売
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
眼
の

健
康
寿
命
」
に
配
慮
し
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

同
店
は
、
空
間
コ
ン
セ
プ

ト
を
「
参
加
・
体
験
型
の
工

場
見
学
／
科
学
博
物
館
」
と

し
、
従
来
ス
タ
ッ
フ
が
口
頭

で
提
供
し
て
い
た
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
店
舗
の
空
間
そ
の

も
の
で
具
現
化
し
、
お
客
に

提
供
す
る
。

お
客
の
心
理
の
流
れ
と
店

員
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
考
慮
し
た
情
報
・
機
能
を

店
内
に
配
置
す
る
こ
と
で
、

お
客
が
体
験
的
に
眼
と
メ
ガ

ネ
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に

関
す
る
知
識
・
考
え
方
を
理

解
で
き
る
よ
う
な
店
づ
く
り

に
な
っ
て
い
る
。

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

東東
眼眼
鏡鏡
６６
月月
例例
会会
議議
事事
録録

２
０
１
４
も
増
加
へ

日
本
も
１
・
２
％
増
の
見
込
み

Ｐ
Ｇ
Ｉ
小
売
業
動
向
調
査

日眼連総会

西
村
会
長
が
再
選

会
費
の
口
座
振
替
導
入

日眼技術者協

津
田
会
長
が
８
期
目

正
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
訴
え
る

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ
をを
スス
タタ
ーー
トト

ス

イ

ス

フ
レ
ッ
ク
ス

新
モ
デ
ル
は
個
々
好
み
に
対
応

金
井
理
事
長
を
再
選

北
海
道
眼
鏡
協
会
で
総
会

来
場
者
は
昨
年
比
１１３
％

名
古
屋
眼
鏡

Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｎ
２
０
１
４

メ ガ ネ
スーパー

次
世
代
の
メ
ガ
ネ
店

参
加
・
体
験
型
で
８
月
か
ら
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